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環境経営方針 
朝霧ハイランド㈱まかいの牧場は、地域性及び環境への関連を考慮し、環境関連法規制を遵守

します。そして、以下の環境方針を定めて全ての事業活動を通じて、その実現に取り組みます。 

 当社は、観光牧場事業として二酸化炭素排出量の削減、廃棄物排出量の削減、総排水量の削減

及び生ごみの 100％完全リサイクル等により、事業活動に伴う環境への負荷を削減する為、以

下の事項に取り組みます。 

 

① 事業活動において、地球環境の保全に寄与できるように努めます。 

② エネルギー・資源・水の使用量、廃棄物の排出状況等をチェックし、環境への負荷を認識し、

省資源・３R・省エネルギー、食品リサイクルに努めます。 

③ 環境保全に関する目的、目標を設定し、取組結果を見直す事により継続的な環境改善に取り

組みます。 

④ 自然に負荷のかかる薬品・製品は、負荷の少ないものに可能な限り転換いたします。 

⑤ 環境関連法規等の遵守を誓約いたします。 

⑥ 従業員を始め、お客様への環境啓蒙活動を推進いたします。 

 

行動指針 
エコスタッフとしての５箇条 

一、ゴミはしっかり分別し、リサイクルできるものは確実に回収します。 

一、廃棄物削減に努め、リサイクルを推進します。 

一、不要な電気はこまめに消します。 

一、エアコンの使用は、お客様の不便の無い範囲で必要最低限にします。 

一、節水に細心の注意を払います。 

エコドライブ５箇条 

一、 無駄なアイドリングはゼロにします。 

一、 急発進は絶対にしません。 

一、 場内は徐行、急ブレーキを踏む運転をしません。 

一、 作業開始時には良く考え準備をして、道具を取りに戻ることは最小限にします。 

一、 スピードは出し過ぎず、最適速度でエコドライブをします。 

 

 

制定日 2019.4.1       

朝霧ハイランド株式会社       

代表取締役 馬飼野公洋       

 



Ⅱ 事業概要 

【１】 事業者名 

朝霧ハイランド株式会社 (呼称：まかいの牧場) 

代表取締役  馬飼野 公洋 

 

【２】本社所在地 

   〒418-0104 静岡県富士宮市内野 1327-1 

   ミルクファクトリー所在地 

   〒421-1225 静岡県静岡市葵区小瀬戸字谷川地 1544-3 

 

【３】対象範囲  

全組織、全活動（事業活動及び製品・サービス）を対象として取り組み。 

 

【４】環境保全関係の連絡先 

  朝霧ハイランド株式会社 観光部 

  Tel 0544-54-0342  Fax 0544-29-1027 

  環境管理責任者 新海貴志 

 

【５】事業内容 

  観光牧場（体験施設・食事施設・アスレチック・お土産販売）の運営 

  ミルクファクトリー（売店） 

 

【６】事業規模等 

   敷地面積   １０万㎡    ※床面積４４０００㎡ 

   社員数    ６０名（※うち、パートアルバイトは季節により変動１０～２５名） 

   年間来場者数 ２０万人 （※入場料大人 1,200 円・子供 900 円） 

   年間売上高  ４９１百万円 

   食品廃棄物発生量   4610 キロ 

   食品廃棄物再生利用率 100％ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 【７】実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表者 

（代表取締役） 

環境経営を計画的、効果的に実施するために、下記の実施の責任を有する。 

① 管理責任者をはじめ必要な責任者を任命し、推進組織を決定する。 

② システムの構築・運用・維持に必要な経営諸資源を準備する。 

② 環境経営方針を制定し、基本的な環境目標を設定する責任を有する。 

③ システムの構築・運用に関する情報を収集し、システム全体の評価・見直し

を定期的に行い、必要あれば方針の変更を指示し、継続的改善を図る。 

➄ 経営における課題とチャンスを明確化し、必要な改善に努力する。 

環境管理責任者 

環境マネジメントシステムの責任者として、その推進・維持を図る責任を有する。 

①  経営資源の合理的・効果的な運用を図り、代表者の方針の元に、全従業員に  

その趣旨を徹底し、効果的運用を図る。 

② 環境法令や環境情報の変化に敏感であり、必要な情報を適宜入手する責任を

有し、事務局をしてその遵守及び改善に寄与させる。 

③ 環境上の緊急事態に際し、可能な限り入園者を守るために、日常よりその予

防に心がけ、定期的に想定した内容に対して訓練を行い、その評価を行い、 

④ 代表者による見直しのための情報として、システムの構築・運用に関する 

情報を定期的に提供する。 

事務局 

① 環境管理責任者を補佐すると共に、日常の環境負荷の把握及びその変化等に

留意し、環境情報を適宜組織内に提供する。 

② 環境情報を必要な部署に周知し、組織内の情報徹底を図り、怠りない環境改

善に努力する。。。 

部署責任者 
システムの内容を理解し、その要求事項に従い、その責任の範囲で、環境システ

ムの運用を図る。 

全従業員 
環境情報の理解によって、自身の与えられた責任において、環境改善を継続的に

行う。 

代表者 

（代表取締役 馬飼野 公洋） 

 

環境管理責任者 

（新海 貴志） 

本社・売店農場・レストラン 

（まかいの牧場）５８名 

環境事務局 

（新海 貴志） 

Milk Factory 

（売店）２名 



Ⅲ 環境目標とその実績 

【環境目標・基準】 

環境目標の設定につきましては、比較負荷が一定しており、既に削減の取り組み努力を 

以前より進めております。前回まで目標設定は「基準年は 2017 年度」として、各年度１％の

削減努力を進める事にして進めてまいりましたが、2022 年度が終わり、新たに 2022 年度を

基準年として、今後 4 年間の目標を設定しなおしました。 

   

環境目標 

 

単位 

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 

  （4～3月） （4～3月） （4～3月） （4～3月） （4～3月） 

  基準年度 目標 目標（基準-1％） 目標（基準-1％） 目標（基準-1％） 

  二酸化炭素排出量の削減 ㎏-CO2/年 313141 310010 306910 303841 300802 

1 

1-1 電力量の削減 kwh/年 257083 254513 251967 249448 246953 

1-2 化石燃料使用用削減 ㎏-CO2/年 56057 55497 54942 54392 53849 

2 一般廃棄物排出量の削減 t/年 26 25.7 25.4 25.2 24.9 

3 産業廃棄物削減 t/年 1.5 1.48 1.47 1.46 1.44 

4 食品リサイクル率 100% ％ 100% 100% 100% 100% 100% 

5 水の使用量削減 t/年 14477 14333 14189 14047 13907 

6 化学物質の適正管理・使用 ー 適正管理 化学物質使用の適正管理 

7 グリーン購入 ー 適正購入 環境に配慮した部品設備品の購入 

8 環境ボランティアへの参加 開催回数/年 2 3 3 3 3 

※電力の排出係数 0.474（㎏-CO2）を使用 

 

 

 

 



 

 【実績】2022年度      

  
 

運用項目 

 

単位 

目標 

(2017 年

度比

-1%) 

実績 達成率 
評価とコメント 

  

2022年度 ％ 
  凡例：○＝達成 △＝評価範囲 ×＝未達成 

  二酸化炭素排出量の削減 ㎏-CO2 413056 313141.8 131.9% ○ 大きい建物をやめた効果 

1 

1-1 電力量の削減 ㎏-CO2 348491 257083.9 135.6% ○ 太陽光発電効果あり 

1-2 化石燃料使用用削減 ㎏-CO2 64564 56057.93 115.2% ○ 保有車両台数減少効果 

2 一般廃棄物排出量の削減 t 26 26 100.0% 〇 平均的に推移 

3 産業廃棄物削減 t 20.1 0 ― 〇 有価物のみで産廃はなし 

4 食品リサイクル率 100% ％ 100% 100% 100% ○ すべて堆肥化して活用 

5 水の使用量削減 t 13329 14477 92.1% 
△入場者が増えて増加 

 今後も可能な節水活動を継続 

6 化学物質の適正管理 Kg 
適正管

理 
適正管理 ― 

〇少量ゆえ数値目標は定めず、適

正管理とした 

7 グリーン購入 ― 

環境配

慮品の

購入 

環境配慮

品の購入 
― 〇目標通り環境配慮品を購入 

8 環境ボランティアへの参加 
開催回数

/年 
3 2 66.6% 

△コロナ等の影響で未達となり 

次年度へ継続した 

 
※化学物質使用量適正、グリーン購入の取り組みを進める 

    

 

 

 

Ⅳ 主要な環境活動計画の内容 

【１】 数値目標を達成するための取り組み 



 

① 二酸化炭素排出量削減 

・多くの照明を LED に交換中 

・毎日抜くコンセントをテープで色分けして抜き忘れ防止 

・スタッフによるエコアクションチーム編成と環境教育実施 

・ソーラーパネルの導入（４５ｋＷの設備増設） 

・電気使用量の監視システム導入（一定を越えると警報が出ます） 

・使用車両を減らす 

・使用車両を大型から小型に変える 

・冷蔵庫の温度管理徹底 

・エアコン・照明・電動遊具等は使用終了と同時に切る 

・自家発電機の導入（電力のピークカット） 

・自車および観光バス等にアイドリングストップの推奨 

・社用車の使用者には、エコドライブの教育を行っている 

② 廃棄物排出量削減 

・ゴミの分別を徹底してゆく 

・ビン・カン・ペットボトルは業者回収でリサイクルしている 

・使える紙は、雑紙として各所で回収しリサイクルに回している 

・鉄・ダンボール・廃油・透明ガラスは資源として販売している 

・生ごみは、全て堆肥化して１００％活用している 

③ 水資源投入量削減（節水への取り組み含む） 

・クーリングタワーを活用し、水のリサイクルに努めている 

・地下水使用量は毎週月曜朝にメーターを記録し、使用量を把握している 

・雨水タンク（１６００リットル）を場内トイレの水として活用している 

・花の散水に、４３３０リットル大タンクにためた雨水等を活用している 

 

【２】食品廃棄物排出量削減等 

     ・お料理をとるお皿を、９マス型の小分けにとりやすいものを採用している 

     ・食品残渣は全て堆肥化し、畑および花壇で活用し、近隣の有機栽培農家 

さんにも販売の形で提供している 

     ・農園は農薬などの化学物質を一切使用せずに育てている 

     ・毎年１２月と３月に、当施設を中心に６㌔の道路清掃を実施している 

      ※道路清掃１９年目となり、2021 年に県知事から表彰され、 

  2022 年には国土交通省大臣より表彰を受けました。 

 

Ⅴ 環境活動計画の進捗確認状況 

 



Ⅸ　　環 境 活 動 計 画 表及び進捗管理表  ( 2022年 4月 ～ 2023 年 3 月 )

◎よくできている ○努力が必要
△徹底推進が必要 ×できていない要検討推進

計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果

①未使用時の電気消灯の徹底 ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○

②空調温度管理の徹底(冷房28℃、暖房20℃） ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○

③空調設備の日常点検の実施（月1回の掃除） ③ 4月1日 ③ 5月7日 ③ 6月7日 ③ 7月1日 ③ 8月7日 ③ 9月2日 ③ ###### ③ ###### ③ ###### ③ 1月7日 ③ 2月7日 ③ 3月9日

④節電シール等の表示 ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○

⑤省エネルギー型の空調設備の導入検討

①アイドリングストップの徹底 ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○

②タイヤの空気圧の定期的なチェック（給油時） ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○

③「エコドライブのすすめ」の徹底 ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○

④収集運搬車両の燃料使用量及び燃費のチェック ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○

⑤燃費向上、事故防止のための走行前車両点検 ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○

⑥収集運搬車両の燃費向上のための手順を検討

①廃棄物再生利用率の把握 ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○

②分別啓蒙の実績を記録し効果を確認 ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○

①節水シール等の表示 ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○

②まとめ洗いの徹底 ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○

③漏水チェックの実施 ③ 4月1日 ③ 5月7日 ③ 6月7日 ③ 7月1日 ③ 8月7日 ③ 9月2日 ③ ###### ③ ###### ③ ###### ③ 1月7日 ③ 2月7日 ③ 3月9日

①エコマーク商品の有無の管理及び優先購入 ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ①
チェック

実施

②環境に配慮した商品の優先購入 ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② ×

①分別の実施（分別箱の設置：缶・瓶・電池・ＰＥＴ・カートリッジ） ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○

②廃品回収への協力 ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② ×

③紙類の資源リサイクル（不要紙・不要封筒分別トレーの設置） ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○

④両面印刷の徹底 ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○

①作業時の事故防止及び事故発生時における対応マニュアルの ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① ×

作成、外注先との共有、徹底

②環境法規制等の情報の外注先との共有、周知 ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② ×

③環境マネジメント規格の認証取得者との積極的な契約 ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ ×

④環境保全に関する情報交換の実施

①環境関連法規等の把握 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇

②従業員および外注人員への教育訓練の実施 ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○

③毎年の取組状況チェック ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ 〇

④ＥＡ-21システムの確実な実施 ④ ○ ④ ○ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④

⑤処分場見学の企画実行

⑥毎月1回、朝の事務所周辺清掃の実施 ⑥ 4月1日 ⑥ 5月7日 ⑥ 6月7日 ⑥ 7月1日 ⑥ 8月7日 ⑥ 9月2日 ⑥ ###### ⑥ ###### ⑥ ###### ⑥ 1月7日 ⑥ 2月7日 ⑥ 3月9日

⑦環境保全に関するボランティア活動への参加協力 ⑦ × ⑦ × ⑦ × ⑦ × ⑦ × ⑦ × ⑦ × ⑦ × ⑦ 〇 ⑦ × ⑦ × ⑦ 〇

実    施    計    画

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ３月５月 １月 ２月

2022年度

４月 ６月 １２月

4 新海　貴志

グリーン購入の促進

水資源使用量の削減

8 新海　貴志

環境保全取組実施率の向上

5

7 新海　貴志

6 新海　貴志

自社単純焼却廃棄物の削減

外注先への環境保全の働きかけ

新海　貴志

No.

排出事業者への廃棄物分別啓蒙

新海　貴志

3

1

2

収集運搬車両における燃料使用量の削減
（CO2の削減）

実  施  事  項環  境  目  標 責任者

電力使用量の削減
（CO2の削減）

 

新海　貴志

新海　貴志

                                   Ⅵ
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る
た
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組
み
―

 



         ○従来から実施の取組で評価できる項目、◎取組後の評価できる項目、△、×は評価が劣る項目 

目標等 環境活動計画の内容 評価結果 確

認 

次年度

の取組 

二酸化炭素排出量削減    

改善活動 LEDに交換する 現在交換率 70% 削減貢献 ◎ 継続実施 

 ソーラーパネルの導入 10KW、35KW 設置自家消費 ○ 継続実施 

 電気使用量のデマンド管理の実施 ピークカット節費効果有 ○ 継続実施 

 使用車両の適正保有台数の削減検討 運営の効率化検討継続 △ 継続検討 

 使用車両の大型から小型化に替える検討 更新時に実施継続検討 △ 継続検討 

 自家用発電機の導入検討 移動型など有効活用の検討 △ 継続検討 

取組活動 冷蔵庫の温度管理の徹底 記録等による意識向上効果 ○ 継続実施 

 エアコン・照明・電動遊具等使用終了と同時

に切る 

徹底できている ◎ 継続実施 

 社用車の使用者にエコドライブの教育を行う 実施している ○ 継続実施 

 社有車および観光バス等にアイドリングスト

ップを推奨する 

協力要請ができている ○ 継続実施 

廃棄物排出量の削減    

 ごみの分別区分を徹底する。 自社のほか入場者への協力

要請ができている 

◎ 継続実施 

 ビン・カン・ペットボトルは業者回収でリサ

イクルする 

購入者、入場者の持ち込み等

回収できている 

○ 継続実施 

 使える紙はリサイクル排出する 取組後、分別の徹底によりリ

サイル化の意識が向上 

◎ 継続実施 

 トイレは一部ジェットタオルを使用し、ペー

パー使用量削減をする 

入場者の意識を高め、協力を

得て実施している 

○ 継続実施 

 鉄くず・廃油・透明ガラスくず・ダンボール

は資源として有価売却する 

分別の徹底により廃棄物の

削減を実感している 

◎ 継続実施 

 生ごみはすべて堆肥化して自社花壇、体験野

菜畑などに活用している 

一部展示動物の餌に、リサイ

クル 100%を実践している 

◎ 継続実施 

水資源使用量の削減    

 クーリングタワーを活用し、水の循環に努め

ている 

節水効果、資源の大切さを向

上させている 

○ 継続実施 

 地下水使用量は毎週月曜日朝にメーターを記

録し、把握している 

地下水、上水の使用量に直接

関係、節約の努力継続 

○ 継続実施 

 雨水タンク(1600L)を場内トイレに使用 少雨時は地下水供給で対応 ○ 継続実施 

 花などの散水に地下水、雨水貯留(4330L)タン 資源の有効活用を徹底でき ○ 継続実施 



クにためた水を活用している ている 

食品廃棄物排出量削減    

 バイキング料理取り皿を 9 マス型の小分けに

取りやすいものを採用、食べ残しの削減を対

策している 

食べ残し対策、ムダの意識の

推奨をしている。効果が実感

できている 

○ 継続実施 

 食品残渣はすべて堆肥化し、畑及び花壇で活

用、一部近隣有機栽培農家にも廉価にて提供 

全量有効活用できている ◎ 継続実施 

その他の活動    

 花壇、体験農園は化学物質を一切使用せず育

てている 

農薬、化学肥料等入場者のリ

スク削減の努力をしている 

○ 継続実施 

 毎年 12月、3月に、当施設を中心に 6キロの

道路清掃を実施している(長年の清掃の功績

を 

国土交通省から表彰をされました) 

幹線道路 139号線への感謝を

込めて、入場者の動向を見て

継続実施している 

◎ 継続実施 

 

その他、場内での体験活動内容について参考に記載いたします 

 

～エコアクション 21 のほか 5S や従来から実施している活動例です～ 

       ＜資源を活用している活動＞ 

・太陽光発電 

・雨水を活用したエコトイレ 

・畑や花壇で雨水活用 

・風力発電（以前の取り組み） 

・揚水風車による水の循環サイクル 

・おかえり乳ケット（牛乳瓶リサイクル） 

・エコアイス（空調） 

・生ごみ削減活動 

・ダンボールの活用 

・ダンボール、ペットボトル、缶、ガラスのリサイクル 

・グリーンカーテン 

・ヒートポンプ設備 

・環境教育（体験教室） 

・地産地消 

・マキのストーブ（廃材も活用） 

・落ち葉活用（動物敷料・たき火燃料・畑活用・カブトムシ育成・堆肥化） 

・残渣の１００％堆肥化 



・マイ箸運動（マイハシ持参の方はレストランで割引） 

・オール電化厨房 

・マイバック推進（スタッフ教育・お客様へのサービス） 

・EV 充電設備 

・BDF（廃油燃料）活用 

・有機栽培 

・マキの販売 

・破砕機でウッドチップにて活用（歩道に敷く資材や燻製作りの燻煙材料として） 

・伐採木はシイタケほだ木やたき火で利用 

・ワラ活用  

・モミガラ活用   

・野菜くず活用 

・太陽光の発電以外の活用（ソーラークッカーやソーラーシャボンダマシーン） 

・太陽光で水道水を温めて、冬に温かく手洗いできる仕組み 

 

活動の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅶ 環境関連法規等への違反訴訟の有無

　　環境関連法規等への違反。訴訟等はありませんでした。また、関係機関や地域からの指摘や苦情等もありませんでした。

　　以下のとおり、環境関連法規等の遵守確認の結果は以下のとおり違反等はありませんでした。

環境関連法規の取りまとめ一覧および　遵守状況評価

朝霧ハイランド株式会社

　　　最終改訂月日　2022年4月1日　　　　遵法評価実施日 2023年4月1日

法令・条例
・通達名

法令・施行令・基準等 該当条項
当社が受け入れをした遵守すべき内容

適　　用　　条　　件
適用

届出
義務

契約
義務

測定
義務

遵守
義務

記録
義務

報告
義務

施設・物質等
測定、管理部門

実施記録等
遵守
評価

廃棄物の削減 第3条 廃棄物の発生抑制発生抑制対策の強化・不適正処理対策・施設整備等 ○ ○ 分別等に努めている ○

廃棄物の適正処理の確保 第3条第1項 事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において適正に処理 ○ ○ 取組後見直しにつながっている ○

第3条第2項 排出事業者は、再生利用による廃棄物の減量化などに努める ○ ○ 分別を顧客への協力を得て実施 ○

第3条第３項
廃棄物の減量化や適正処理のために講じられる国や地方公共団体の
施策に協力

○ ○ ○

第12 条第5 項第12
条の2 第5 項

排出事業者の責務は、廃棄物が最終処分されるまで続く ○ ○ 意識を高めた ○

産業廃棄物の保管基準 第12条2項 産業廃棄物が運搬されるまでの間、生活環境上支障のないように社内
保管

○ ○ 従来から心掛け努めている ○

廃棄物の保管基準(令第3条1項リ）

○ ○ 表示確認 ○

廃棄物の飛散・流出・地下浸水の防止（規則第8条の13） ○ ○ 収集、処理場所で検討する ○

静岡県条例第8 条
産業廃棄物を排出する事業場は事業場ごとに「産業廃棄物管理責任
者」を選任

○ ○ 選任 ○

産業廃棄物の処理委託基準 第12条
産業廃棄物の運搬又は処分を他人に委託する場合には産業廃棄物処
理業者に委託 ○ ○ ○ ○

産業廃棄物の委託基準

・運搬および処理の委託は、産業廃棄物の運搬を業として行う事が ○ ○ ○ 契約内容確認 ○

できる者であって、委託しようとする産業廃棄物の運搬がその事業

　の範囲に含まれる

・運搬又は処分の委託契約は書面により行う

　①委託する産業廃棄物の種類及び数量 ○ ○ ○ 確認 ○

　②委託契約書の有効期間 ○ ○ ○ 確認 ○

　③委託者が受託者に支払う料金 ○ ○ ○ 確認 ○

　④受託者が産業廃棄物収集運搬業者又は産業廃棄物処分業者であ
る場合にはその事業の範囲

○ ○ ○ 許可証で確認 ○

　⑤委託した産業廃棄物の適正処理のために必要な情報

・委託契約書には、次の書面を添付 ○

　　運搬を委託するとき　収集運搬業の許可証の写 ○ ○ ○ 確認 ○

　　処分を委託するとき　処分業の許可証の写 ○ ○ ○ 確認 ○

・委託契約書及び添付書面は、契約の終了の日から５年間保存 ○ ○ ○ 実施する ○

産業廃棄物の処理を委託する場合、委託先を実地に確認しなければならない

　・１年に１回以上定期的に実施 ○ ○ ○ ○

　・処理される施設状況、処理状況、帳簿等保存状況 ○ ○ ○ わかりやすく保管する。 ○

　・実地確認結果を記録し記録した日から５年間保存 ○ ○ ○ ○ 保管管理する ○

産業廃棄物管理票 
法第12 条の3

産業廃棄物の運搬又は処分を他人に委託する場合には産業廃棄物処
理業者に対し、産業廃棄物管理票の交付、処理状況の管理の実施

○ ○ ○ ○ 今後わかりやすく実施 ○

産業廃棄物管理票の確認 法第12 条の5 （マニフェスト）を交付し、適正に最終処分されたことを確認 ○ ○ ○ とじ込みチェック管理している

　・運搬受託者又は処分受託者から送付される管理票の写しで

　①管理票交付（又は登録）の日から180日以内に管理票の写しの確
認ができないときは、その旨を知事　　に報告する。

○ ○ ○ ― 確認異常なし ○

　・管理票の送付を受けた日から5年間保存 ○ ○ ○ 保管管理する。 ○

産業廃棄物管理票交付等状況報告
書の報告

法第12 条の3
第6 項

毎年4月から翌年3月までの1年間に交付した管理票の状況を6月30日
までに県知事に報告(電子マニフェストは不要) ○ ○ ○ ○ 事務担当 交付状況報告書提出 ○

指定地域基準遵守 指定地域基準遵守　第1種から第３種、学校等の周囲７９m区域　非該当 ○

敷地境界線上。 ○ ○ 苦情等なし

特定施設の設置届出
空気圧縮機(県条例3.75kWh以上)、クーリングタワー(県条例3.75kW以
上)、冷凍機(圧縮機付3.75kW以上)など

○ ○ ○ 届出確認、消音型苦情等なし ○

同変更届 大きな変更があったとき ―

振動規制法 騒音規制法に準ずる内容 同上に準ずる内容。 ○ ○ 環境管理責任者 大きな変更なし ○

水質汚濁防止に
関する規程

第５条、第７条
特定施設の届出、飲食施設排水基準遵守(厨房面積420m2以上)
非該当　最終排水管理

―

県条例35条、38条 排出水基準の遵守 ○ ○ ○ ○

浄化槽法 法第５条１項 合併浄化槽設置届 ○ 変更なし ○

排水基準の遵守　501人以上　法定点検年一回 ○ ○ ○ ○ ○ 基準以下異常なし ○

定期測定の実施　(自主測定も実施) ○ ○ ○ ○ 委託点検、測定、実施 ○

法第１１条 維持管理　　点検、測定、管理委託 ○ ○ 環境管理責任者 委託、濃縮汚泥引き抜き、測定管理 ○

地下水の採取に関する条例
県条例第3、4条、
第14条4項

採水に関する届出、揚水径、採取量、地域指定、報告遵守 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 環境管理責任者 記録、報告実施 ○

大気汚染防止法 県生活環境条例
法第３条、５条
県条例第6条、第１０
０条、同規則第49条

特定施設の届出　(火格子面積2m2以上,能力200kg/h以上)(対象外)、
燃焼制限：黒煙を排出しない、焼却灰及び未燃物が飛散しない、
燃焼物制限(紙などに)。　対象外であるが焼却の適正管理をする。

― 環境管理責任者
焼却手順により管理異常なし　焼却
記録を残す

○

絶滅のおそれのある野生動植物の
種の保存に関する法律

種の保存法 展示動物の感染防止、予防に努める。
展示動物の日々のチェック、情報収
集による対応実施、鳥類は廃止した

○

生物多様性基本法 生物多様性民間参画ガイドラインに心掛ける。
日々情報確認、持込み、新入動物に
注意を払っている

地域における多様な主体の連携によ
る生物の多様性の保全のための活
動促進に関する法律

地域の保全環境の保全に努める。
場内管理、顧客の出入りに留意して
いる

フロン類の使用
合理化及び管理
の適正化に関す

る法律

オゾン層保護法 フロン排出抑制法
特定フロンの排出時の適正処理、使用時の漏洩点検の定期点検、簡
易点検の実施

○ ○ 環境管理責任者
定期点検、簡易点検の実施記録、機
器リストによる管理の実施

○

環境物品の調達 グリーン購入法 環境配慮品の購入に努める。 事務担当 ○

消防法

危険物の管理 第10条
届出等対象外であるが取扱いがあるが、漏洩、飛散、流出等保管管
理、消防設備の設置、点検等防火管理に努める。

環境管理責任者
作業場での管理及び保管管理の実
施

○

化学物質排出把握
管理促進法

PRTR制度 法第4条、政令４条 (21人以上、指定物質1t(発がん100kg)以上の事業所)  (非該当)
法該当物質の取扱い管理を適正に実施する。
購入品のＳＤＳの確認、保管、周知を行う。

○

環境管理責任者
SDS収集、管理、教育の実施　SDS
による必要時の管理の実施

○

毒物及び劇物取締
法

毒物劇物の取扱、管理 法第3条の3、11条、
12条

法該当時には、毒物劇物の取扱い及び適正管理を行う。
保管場所の施錠管理、保管場所表示、漏洩、飛散、流出、盗難防止管
理など遵守

環境管理責任者 SDS収集、管理、施錠、教育の実施 ○

食品循環資源の
再生利用等の促
進

食品リサイクル法 食品残渣の削減、有
効活用、食材ムダの
削減

食品廃棄物の把握、有効活用、リサイクル率目標の達成。平成19年度
基準に削減目標設定施行された。外食産業50％以上を達成。食品残
渣は全量堆肥化、廃油再生委託排出。食材の有効使用推進。

○ 委員会
食品残渣全量堆肥化し、自社有機堆
肥として活用リサイクル率100%である

○

生物多様性保全
に関する規程

○

第8条の23、25
県条例第10条

騒音規制法

水質汚濁法

廃棄物の処理及
び清掃に関する
法律
（略称：廃棄物処
理法）

保管場所の周囲には囲いを設け、見やすい箇所に掲示板（60×60cm
以上）を設置（規則第8条）

環境管理責任者

環境管理責任者

排水測定、市チェック異常なし

環境管理責任者

事務担当

環境管理責任者

環境管理責任者



Ⅷ 代表者による全体の評価および見直し 記録表 

評価日 2023年 7月 2日 

評価者 朝霧ハイランド株式会社 馬飼野 公洋 

項目 環境管理責任者全体評価所見欄 

⒈
 

環
境
管
理
責
任
者
見
直
し
関
連
情
報 

1 
環境目標及び 

目標達成状況 

事業全体の排出量を数値で把握しているので、今後の取組みに新たな目標を持

っている。 

2 

環境活動計画に 

実施及び運営結果 

実地体制 

排出量の集計に苦労している、事業全体量の数値把握に参画した事は大きな意

味を持った。従来からの活動に目標を意識し、徐々にだが、節電・節水を実施

している。 

3 
環境関連法規等の 

順守状況 

弊社に関係する法令や条例が多いことを知り、未確認や条例変更などの無いよ

う定期的に遵守確認を実施して行きたい。 

4 
環境教育・環境緊急 

対応訓練等 

自社内で準環境可能なことは挑戦したい。当初の取組周知後の経過を確認、３

月には全体での研修を行い周知徹底。防火防災訓練は定期的に実施中。 

5 
外部からの環境に 

関する苦情や要望等 現状では、苦情や要望事項はありませんでした。 

6 

環境活動レポート 

コミュニケーション 

レポート作成に担当者は努力していますが、今後は要求項目毎に担当者を決め

ていきます。 

7 
その他（新ガイドライン） 新ガイドラインに沿った環境経営が実現できる様、努力していきます。 

 

⒉
 

代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
な
ど
の
表
示 

見直し項目 変更の必要性 指示事項等 

1 環境方針 有 ・ 無  

2 環境目標 有 ・ 無 資源ごみ置き場が、より効率よく運営できるシステム構築を

指示しました。 

3 

環境活動計画及び 

環境経営システ

ム・実地体制等 

有 ・ 無 最新版のガイドラインに合わせて改善してまいります。 

4 環境関連法令 有 ・ 無 
新条例や変更が毎年発生するので、定期的に定めて最新情報

の改定に心がけ、法遵守を徹底してゆく。※年度末必ず実施 

5 環境活動レポート 有 ・ 無  

6 
その他（新ガイドラ
イン） 

有 ・ 無 最新版のガイドラインに合わせて改善してまいります。 

全体評価・コメント 

マネジメントシステムの

有効性（取組の適切性等） 

施設の営業日によって一般ごみ・段ボールや燃料・電気・水道・ガス等の使

用量が大きく変化します。 

毎日の営業の中で、少しでも削減できることは結果に反映できるよう、実行

していきたい。 

世界的な環境汚染や温暖化による影響など問題が多くなっている中で、この

マネジメントシステムの活用により社内の環境サイクルを高めていき、入場

者の体験（環境教育）、エコの実践への推進及び従業員意識の向上と自分達の

努力が地域や社会に貢献できている事を実感できる会社を目指していきた

い。 

 

 



Ⅸ
 
次
年
度
の
環
境
活
動
計
画
表
及
び
進
捗
管
理
表

 

 

Ⅸ　　環 境 活 動 計 画 表及び進捗管理表  ( 2022年 4月 ～ 2023 年 3 月 )

◎よくできている ○努力が必要
△徹底推進が必要 ×できていない要検討推進

計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果 計画 結果

①未使用時の電気消灯の徹底 ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○

②空調温度管理の徹底(冷房28℃、暖房20℃） ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○

③空調設備の日常点検の実施（月1回の掃除） ③ 4月1日 ③ 5月7日 ③ 6月7日 ③ 7月1日 ③ 8月7日 ③ 9月2日 ③ ###### ③ ###### ③ ###### ③ 1月7日 ③ 2月7日 ③ 3月9日

④節電シール等の表示 ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○

⑤省エネルギー型の空調設備の導入検討

①アイドリングストップの徹底 ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○

②タイヤの空気圧の定期的なチェック（給油時） ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○

③「エコドライブのすすめ」の徹底 ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○

④収集運搬車両の燃料使用量及び燃費のチェック ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○

⑤燃費向上、事故防止のための走行前車両点検 ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○ ⑤ ○

⑥収集運搬車両の燃費向上のための手順を検討

①廃棄物再生利用率の把握 ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○

②分別啓蒙の実績を記録し効果を確認 ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○

①節水シール等の表示 ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○

②まとめ洗いの徹底 ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○

③漏水チェックの実施 ③ 4月1日 ③ 5月7日 ③ 6月7日 ③ 7月1日 ③ 8月7日 ③ 9月2日 ③ ###### ③ ###### ③ ###### ③ 1月7日 ③ 2月7日 ③ 3月9日

①エコマーク商品の有無の管理及び優先購入 ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ①
チェック

実施

②環境に配慮した商品の優先購入 ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② ×

①分別の実施（分別箱の設置：缶・瓶・電池・ＰＥＴ・カートリッジ） ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○ ① ○

②廃品回収への協力 ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② ×

③紙類の資源リサイクル（不要紙・不要封筒分別トレーの設置） ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○ ③ ○

④両面印刷の徹底 ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○ ④ ○

①作業時の事故防止及び事故発生時における対応マニュアルの ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① × ① ×

作成、外注先との共有、徹底

②環境法規制等の情報の外注先との共有、周知 ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② × ② ×

③環境マネジメント規格の認証取得者との積極的な契約 ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ ×

④環境保全に関する情報交換の実施

①環境関連法規等の把握 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇 ① 〇

②従業員および外注人員への教育訓練の実施 ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○ ② ○

③毎年の取組状況チェック ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ × ③ 〇

④ＥＡ-21システムの確実な実施 ④ ○ ④ ○ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④

⑤処分場見学の企画実行

⑥毎月1回、朝の事務所周辺清掃の実施 ⑥ 4月1日 ⑥ 5月7日 ⑥ 6月7日 ⑥ 7月1日 ⑥ 8月7日 ⑥ 9月2日 ⑥ ###### ⑥ ###### ⑥ ###### ⑥ 1月7日 ⑥ 2月7日 ⑥ 3月9日

⑦環境保全に関するボランティア活動への参加協力 ⑦ × ⑦ × ⑦ × ⑦ × ⑦ × ⑦ × ⑦ × ⑦ × ⑦ 〇 ⑦ × ⑦ × ⑦ 〇

No.

排出事業者への廃棄物分別啓蒙

新海　貴志

3

1

2

収集運搬車両における燃料使用量の削減
（CO2の削減）

実  施  事  項環  境  目  標 責任者

電力使用量の削減
（CO2の削減）

 

新海　貴志

新海　貴志

8 新海　貴志

環境保全取組実施率の向上

5

7 新海　貴志

6 新海　貴志

自社単純焼却廃棄物の削減

外注先への環境保全の働きかけ

新海　貴志

4 新海　貴志

グリーン購入の促進

水資源使用量の削減

実    施    計    画

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ３月５月 １月 ２月

2022年度

４月 ６月 １２月


